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新発田市少年相談員　鈴　木　敬　子

　「育てよう心豊かな子どもたち、見つめ直そう大人たち」のテーマのもと、7月17日加茂文化会館で青少年健全育成県民

大会が開催されました。参加者約700人。青少年健全育成に功労のあった方々、団体の表彰、実践事例発表の後、ユニーク

な地域づくりアドバイザー森山一理氏の記念講演「親がかわれば子どももかわる、今こそ発想の転換を」と題した元気の出

るお話をお聞かせいただきました。

　21世紀を担う青少年が人として健やかに成長することは私達の大きな願いです。しかし近年、自立性、社会性に乏しい青

少年が増加し、非行犯罪が相次いでいます。そんな今、私達は子ども達に何をすればよいのでしょうe何かあった時、子ど

も達が「家へ帰りたい」と思う安らぎに満ちた明るい家庭づくりがまず第一番。もう一つは子ども達と私達大人がしっかり

と向き合ってお互いを尊重し合える出会いの場づくり（地域社会参加）です。これはとても大きな意味をもつことだと私は

思うのです。

　大人と子、ξもが一緒に何かをする。「すごいなあ」「やるなあ」「もう一度考えてごらん」「できた、よかったね」の世界です．

　地域の育人力とでもいいましょうか。大人自身、自分を省みながら子ども、若者達と手をたずさえ、共に成長していかな

ければという思いを深くした大会参加でした。

： 目三三到’ ⇒
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新発田市青少年健全育成センター所長　南　雲　悦　子

　「伸びよう　伸ばそう　青少年」を合言葉にスタートした青少年育成国民運動は、今年で35周年を迎えました。青少年育

成国民会議→都道府県民会議→市町村民会議へと組織が繋がって、地域に根ざした青少年育成体制が整い、これまで諸活動

が展開されてきました。近年、青少年の問題状況が複雑化する中で地域の役割がクローズアップされているところです。

　新発田青少年育成市民会議は、今年度「青少年国民運動実践調査研究事業」の指定を受けました。この事業は、国民会議

が内閣府の委嘱を受け、全国10ヶ所の市町村民会議が実施するものです。今日の青少年状況に適時・適切に対応しながら青

少年健全育成の実効を挙げ、組織の活性化を図るとともに、地域の幅広い団体、機関、各層の人々と連携した活動展開を目

指します。

　新発田青少年育成市民会議では、「子どもを健やかに育てるために地域育成協議会はどうあったらよいか」をメインテーマ

に、子どもの主体性を生かした活動・世代間の交流・学校週五日制の視点から実践、調査、研究に取組みます。実践地区と

して住吉小学校区青少年育成協議会、佐々木地区青少年健全育成会議、東豊学区青少年育成協議会、猿橋小学校区青少年育

成協議会の皆様にはお世話になりますが、よろしくご協力をお願い申し上げます。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新発田市青少年健全育成センター　寺　尾　恭　子

◎調査の概要

　青少年を取り巻く社会環境の実態を把握し、青少年を非行から守り、健全な育成を図るため、『青少年の非行問題に取り組

む全国強調月間』の7月に新潟県が実施主体となり、タバコ・酒類・有害図書類等、表に示された項目について、社会環境

の調査を行った。

コンビニエンスス　トア 書　　　　店 各　　種　　店　　舗 自動販売機設置数 図書・ピテオ難鞭売麟

区分
総　数 酒 タバコ

有　害
図書有

成人向
ビデオ

総　数
有　害
図書有

成人向
ビデオ

ゲーム
場

エアー
ガン等取
り扱い店

おとな
のおも
ちゃ

カラオ
ケ店

酒 タバコ 販　売
貸　し
出　し

13年 2］ 7 17 10 0 ］8 9 3 8 6 ］ 3 53 162 10 3

12　年 15 3 9 6 0 18 13 3 6 6 0 4 106 156 10 0

増減数 6 4 8 4 0 0
一
4 0 2 0 1

一
1

一
53 6 0 3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　数字は期間内に把握したものであり、実数とは差異を生じる場合がある。
◎調査結果から

　酒類自販機は平成7年、「全国小売酒販組合中央会」の総会で、12年の5月末日を期限に自主撤去の決議が行われており、

県内での撤去状況は地域により異なるが、当市では5割減となった。

　コンビニエンスストアは6件増となっており、需要が多いことがわかるが、7割の店舗が「午後11時以降も青少年が入店

している」と答えている。青少年の健全育成を図るためには行政や学校はもとより、地域社会並びに事業所関係者が一体と

なって考えていくことが不可欠であると考える。

　本調査並びに『はぐくみ環境プロジェクト』営業実態調査にご協力いただきました皆様に厚くお礼申し上げます。
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　　しみました。昼には持参したお弁当やお菓子を皆で一緒にわいわいといただきました。

　　　午後からは、中学生・高校生のボランティアさんも加わり、ドッチボール・パソコ
bン・竹馬・一輪車などをして有意義な一日を過ごしました。

施鷺諮二では渇年夏休み中に繍地の子ども達を対象に・サマースクールを㌔

今年は7月25日から8月9日までの期間中に、五十公野・松浦・米倉・赤谷・川東・
車野・竹俣・菅谷・七葉・佐々木小学校の児童284名が参加しました。
午前中は馴の先生をお呼びして「わりばし鉄砲」を作り、まと当てゲームなどを楽ノ
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13年度総会を終えて（H13・5・26）

　　　　　各世帯より会費をいただきました。ご協力ありがとうございました。

12年度決算報告

．4％　 消耗品費55千円1コ％

研修費29千円0．5％

旅　費20千円0．4％

負担金3千円0．1％

13年度予算額

雑

　

　　
　

．0％

　　　　通信運搬費
賃　金80千円1．4％

消耗品費60千円1．1％

研修費50千円0．9％

旅　費50千円0．9％

予備費44千円0．8％

負担金4千円o．1％

　　　　　13年度活動助成費の400万円は下記の組織団体に助成されました。

14地区青少年育成組織　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青少年育成団体

組　織　名 助成金額（円） 組　織　名 助成金額（円） 団　体　名 助成金額（円）

外ヶ輪小学校区
青少年育成連絡会

360，000
川　　東　　地　　区

青少年育成協議会
177，000 市子ども会連合会 500，000

御免町・一中校区

健全育成会議
307，000 五十公野地区

健全育成協議会
196，000 市健民少年団 ユ05，000

猿橋小学校区
青少年健全育成協議会

356，000 米倉小学校区
青少年健全育成協議会

105，000
※50，000

市スポーッ少年団 120，000

二　　葉　　地　　区

青少年育成協議会
236，000

菅　　谷　　地　　区

青少年健全育成協議会
126，000

※50，000

ボーイスカウト 44，000

赤谷地区緑の少年団 33，000
住吉小学校区
青少年育成協議会

256，000
赤　　谷　　地　　区

青少年育成協議会
84，000

車野地区緑の少年団 39，000
松　　浦　　地　　区

青少年健全育成協議会
123，000

※50，000
加　　治　　地　　区

青少年健全育成協議会 169，000
市少年団体連絡協議会 20，000

佐　々　木　地　区
青少年健全育成会議

155，000 東豊小学校区
青少年育成協議会

294，000 市少年補導委員会 45，000

特別活動助成金

組　　　織　　　名 助成金額（円）
松浦地区青少年健全育成協議会

米倉小学校区青少年健全育成協議会

菅谷地区青少年健全育成協議会

50，000
50，000
50，000

今年度は、最終年度で左記の3地区の青少年組織が対

象となります。
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